
富 岡 警 察 署 協 議 会 議 事 録 

（令和７年度第３回定例会議） 

 

開 催 日 時 

令和７年１２月１６日(火) 

   視 察 午後２時から午後３時までの間 

会 議 午後４時から午後４時５０分までの間 

開 催 場 所 
 視 察 群馬県警察本部 

会 議 富岡警察署 会議室 

 

出 

 

席 

 

者 

 

委   員 

(定数８人) 

中嶋会長 水澤委員 佐藤委員 鈴木委員 中出委員 

 松沢委員 髙橋委員 中野委員 
計 ８ 人 

警  察 

 蛭川署長 松岡副署長 田村警務課長 櫻井会計課長 

 笠原生活安全課長 竹内地域課長  黒澤刑事課長 

中澤交通課長 警備課長 警務係長 

計１０人 

そ の 他 
 

 
 

議   事   の   概   要 

１ 挨拶概要 

(1) 会長挨拶 

年末で公私ともに忙しい中、御出席の皆様には感謝申し上げる。 

また、定例会議に先立って群馬県警察本部を視察させていただいた。 

本日は前回定例会議での諮問に対する答申を行うが、委員の皆様に活発な御意見をい

ただき、答申書にまとめさせていただいたので、しっかりお伝えしたいと思う。 

(2) 署長挨拶 

   年内最後の定例会議となるが、会長を始め、委員の皆様には公私ともに多忙のところ、

全員の出席をいただき感謝申し上げる。 

   当署の治安情勢は、刑法犯認知件数は増加傾向にあるが、交通事故数は人身、物件と

もに前年と比べ減少しており、また、重大事件・事故の発生は見られず、概ね平穏に推

移している。 

   今回は、前回定例会議で諮問させていただいた「警察官採用試験競争倍率低下に伴う

人材確保方策」について答申をいただくので、警察署として真摯に検討し、業務に反映

が可能な施策を策定していきたい。 

   後ほど治安概況の説明もするので、忌憚のない御意見、御質問をお願いしたい。 

２ 答申 

 (1) 答申事項 

   前回定例会議で「警察官採用試験競争倍率低下に伴う人材確保方策」について委員に 

諮問したところ以下の答申がなされた。 

  ア 継続的に人材を確保するため、受験資格がある年齢層だけでなく、より若年層に向 

けたアプローチを長期間にわたって行う。 

イ 世間が警察に持っている「堅い、強い（怖い）、厳しい」というイメージは職務上 

必要な要素であるが、それ以外にも「優しい、親切で親しみやすい」という面がある 

ので、それをアピールする。 

ウ 不祥事などによる警察のイメージダウンをなくし、社会的な信用や経済的安定性等、 

職業としての魅力を知ってもらう。 



エ 試験制度が現代の就職制度に合っていないので、時期や期間、回数などを受験者の 

立場に立ったものにする。 

(2) 警察署対応説明 

   協議会委員の皆様には多くの御意見をいただき、感謝申し上げる。 

当署として、いただいた答申を真摯に検討させていただき、次回定例会議で実施施策

を御報告の上、改善に向け取り組みたい。 

３ 治安概況説明（説明者 署長） 

(1) 刑法犯認知・検挙状況（県内・管内） 

(2) 手口別認知状況（県内・管内） 

(3) 市町村別認知状況（全刑法犯・窃盗犯） 

(4) 特殊詐欺等被害状況 

(5) 交通事故発生状況（県内・管内） 

(6) 人身交通事故による死者数・傷者数（県内・管内） 

(7) 市町村別交通事故発生状況（交通事故全体・人身交通事故による傷者数） 

(8) １１０番通報・警察安全相談件数（県内・管内） 

(9) 妙義山警備隊出動状況 

  このほか、１２月８日に発生以来対応中の管内妙義山中における山林火災について、現 

在鎮圧状態であり、鎮火してもしばらくは入山規制を継続するという旨を追加説明した。 

４ 意見、要望等（○～委員、●～署長等） 

○ 管内の山では、秋のハイキングシーズン以降山岳遭難が発生している。特に妙義山で 

は滑落事故があり、さらには山林火災が発生している。これは、年末の交通安全運動期 

間中の発生でもあり、富岡署は多忙を極めていると思う。消防や行政と協力して、頑張 

っていただきたい。〔意見〕 

 ● お気遣いに感謝申し上げる。 

   各関係機関と連携しながら署員全員でしっかり対応していく。〔回答〕 

 ○ 年末年始の一之宮貫前神社における２年参りでは、例年多くの参集者が駐車場から本 

社まで行列を作っているが、今まで利用者が多かった駐車場が今年から使用できない。 

これまでと異なる警備になると思うが、対策はどのようにされるのか。〔質問〕 

 ● 管内貫前神社の雑踏警備は、当署における年末年始の最も大規模な活動であり、地域 

課長を中心に神社側と情報を共有しながら警備計画を策定している。 

   駐車場の変更については早い段階から相談があり、使用できなくなる駐車場の代替と 

して神社北側に新たな駐車場を造成するとともに、県合同庁舎駐車場も開放するなどし 

て対策を立てている。〔回答〕 

 ○ 同じく、貫前神社の２年参り、初詣に関する問題で、最近は最寄りの商業施設に駐車 

して参拝する者が多く、周辺道路で混雑が発生している。新たな駐車場を設けるのであ 

れば、事前の周知が重要と考える。〔意見〕 

 ● 貫前神社参拝客の指定駐車場所以外への駐車は以前から把握していて、神社側も張り 

紙等で対策を講じており、今年も同様の対策がとられる。 

   また、今回は駐車場が分散され距離は遠くなるものの、直近の商業施設駐車場におけ 

る混雑を考えると、分散された指定駐車場の方が、参拝までにかかる時間が短いので、 

こういった状況も周知すれば、混雑自体が改善されることもありえる。 

いずれにしても、状況が変化する最初の年なので、今年の経験を踏まえ来年以降に調 

整を図ることになる。〔回答〕 

５ 視察等の行事 

  令和７年１２月１６日午後２時から午後３時までの間、群馬県警察本部通信指令課、交 



通管制センター及び警察展示室を視察した。 

６ 備考 

第４回定例会議は令和８年２月中旬以降とし、事務局から改めて日程調整する予定。 

 

 


